












最近の新生児救急医療システムの整備にともない,新生児死亡率は著明に改善してきたが,

それとともにneonatal transportを主体とするシステムには一定の限界と問題点があるこ

とも明らかとなってきた。従って,今後は,出生前よりの一貫した母児管理が可能な

materna1 transport を主体とした周産期医療システムの確立が必要となりつつある。そこ

で,各班員の属する施設での実績や問題点,さらに各施設のカバーする地域での現状や問題

点について分析検討を行い，maternal transport を中心とした周産期医療システムの運用

について以下のような結果を得た。 


